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Ⅰ． 研究開発の目的  

部品の品質保証には材料特性の管理が不可欠であることから、その指標となる残留応力の測定ニー

ズが高まっている。本研究では、X 線応力測定法を製造ラインでの全数検査に適用することを目標とする。 

FS では本研究の基礎となる平面・曲面の測定解析技術を確立したが、高精度な測定位置決定・姿勢

制御が必要であることが判明した。 

本実施期間では FS での課題解決と製品化に向けた研究開発を行うため、「高精度の位置決定・姿勢

制御システム」、「種々の鉄鋼材料に対する測定技術」、「実製品に対する品質評価技術」を達成目標と

する。 
 

Ⅱ． 研究開発の概要 

① 実施概要 

測定要因あるいは材料要因によって生じる様々な回折 X 線像（回折環）に対応可能な解析処理技術を

開発した。測定位置・姿勢制御システムの開発と評価、種々の試料に対する測定適用検討を行い、テス

トライン設備を開発した。またパルス X 線出力技術を残留応力測定に適用可能な X 線管球・電源などを

開発した。 

各機関による研究開発成果にて、全数検査装置に必要なコア技術を確立し、実現の見通しを得た。 

② 今後の展開 

今後は、検査技術の検証については自社製品に応用し、インラインシステムへの統合を図るとともに、

社内生産ラインでの信頼性評価試験を行い、事業化を目指す。 

上市後は、部品産業、インフラ検査業界を中心に、装置販売、検査システム、コンサルティング業務へ

の提供を進めていく。 
 

Ⅲ． 総合所見 

当初の目標は達成しているが、実用化に向けては課題が残った。今後の取り組み次第ではイノベーシ

ョン創出の可能性がある。 

・自社内のラインに導入できるレベルの研究成果が達成されている。さまざまな業種への展開を想定して

いるが、そのためには、導入を計画している適用先が要求する仕様、特に応力の絶対値と精度を明確

にする必要がある。 

・企業と大学の役割分担はおおむね適切であるが、それぞれの視点での、この技術の展開については、

お互いに十分検討されていないように思われる。 


